
 

予備審査会について （2023年度春学期および秋学期 遠隔会議システム対応） 

 

予備審査会用論文提出者に対して、2023年度春学期および秋学期については以下の要領で予備審査会を実施します。 

 

◆予備審査会実施方法 

遠隔会議システムを利用しての予備審査会となります。概要説明中の接続トラブルを回避するため、事前にプレゼンテーショ

ン動画を作成、提出していただきます。審査当日はまずその動画を流し、質疑応答のみ双方向型で行います。 

① 時間配分：予備審査会用論文概要説明（事前録画）：15 分以内、 質疑応答（双方向型）：25 分 

       合計：40 分 （接続確認等を含め、時間割上は 1人あたり 1 時間配分） 

*予備審査会用論文概要説明の時間は、延長することはできません。 

 提出前にご自身で制限時間内に収まっていることをご確認ください。 

 *質疑応答中に接続トラブル等が起きた場合の時間管理は執行部判断となります。 

②予備審査会には、日本語教育研究科の教員・在籍学生（科目等履修生等も含む）のみ、参加を認めます。 

③日本語教育研究科の教員による質疑のみ行います。 

④執筆の継続が「可」と判定された場合、A:6 月提出は 12 月，B:12 月提出は翌 6 月に博士学位申請論文を提出できます。 

 

◆予備審査会用論文概要説明（事前録画 15 分以内） について 

審査に用いる、予備審査会用論文概要説明（事前録画 15 分以内）を作成いただき、任意のオンラインストレージに格納

し、事務所宛に別途申請者に連絡する指定期日迄にご提出ください。 

*概要説明動画について 

 音声・画像に問題がないか、15分以内におさまっているか、提出前にご自身でよくご確認ください。 

 なお、概要説明にプレゼンテーション・ソフトウェア（Microsoft Powerpoint, Keynote,Agree など）の使用は自由です

（使用しなくても構いません） 

 （動画例：Powerpoint 画面スライドを映しながら概要説明音声をつける。 

      本人プレゼンテーション動画で、音声でレジュメの該当ページを示す。） 

 

◆レジュメについて：（[書 式]Ａ４判 縦 6 ページ以内、PDF形式） 

配布希望者はプレゼンテーション動画と合わせてご提出ください。各自で「無断引用、複製、転載、改変、転送等を禁じ

る」旨、適宜記載してください。 

 

◆zoom接続テストの実施：提出者に対し、事前に 10分程度で行います。 

  接続時の zoom利用者表記は、接続テスト、本番共、以下の表記で登録をお願いします。 

   氏名＿予備審申請_開始時刻]   （例：早稲田花子＿予備審申請＿1000） 

 

★当日の注意事項 

・当日、事前録画資料を上映後、質疑応答（25分）のみをリアルタイムの双方向型で行いますが、接続状況によって、音声

のみとなる場合もございます。 

 ・質疑応答開始時間に、ZOOM ホストが発表者のビデオとマイクをオンにし、開始いたします。 

 ・質疑応答中には ZOOMの画面共有権限が付与されていますので、質問に答える際、プレゼンテーションソフトウェ 

アを示したい場合は、ご自身の画面を共有することが可能です。 

・予備審査会は、教務主任が進行します。 

 

なお、2024年度の対応については別途お知らせします。 

以上 

 

（20230315） 


